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災
害
や
事
業
の
休
廃
止
な

ど
政
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る

特
別
の
事
情
が
な
い
の
に
、

い
つ
ま
で
も
保
険
料
を
納
め

ず
、
納
付
相
談
に
も
応
じ
な

い
場
合
に
は
、
や
む
を
え
ず

次
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

①
保
険
証
を
返
し
て
も
ら
い

ま
す
…
こ
の
場
合「
保
険
証
」

の
代
わ
り
に「
資
格
証
明
書
」

が
渡
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
の

医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
と

な
り
、
あ
と
で
国
保
に
申
請

し
て
保
険
給
付
割
合
分
の
払

い
戻
し
を
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
保
険
給
付
の
全
額
ま
た
は

一
部
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す

…
さ
ら
に
、
定
め
ら
れ
た
期

間
内
に
納
付
が
な
い
場
合
、

国
保
の
給
付
（
療
養
費
、
高

額
療
養
費
、
出
産
育
児
一
時

金
、
葬
祭
費
な
ど
）
が
差
し

止
め
ら
れ
、
そ
の
費
用
の
全

部
ま
た
は
一
部
を
滞
納
保
険

料
に
充
当
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

③
滞
納
処
分
…
未
納
者
へ
は

督
促
状
の
ほ
か
に
、
電
話
や

文
書
に
よ
る
催
告
、
訪
問
徴

収
も
行
い
ま
す
が
、
納
付
相

談
に
も
応
じ
ず
、
長
期
滞
納

が
続
く
悪
質
滞
納
者
に
は
、

法
令
に
基
づ
き
財
産
な
ど
が

差
し
押
さ
え
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

＊
事
情
が
あ
っ
て
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
分
割
納
付
な

ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
の
で

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　

　

医
療
費
が
増
加
す
る
と
国

保
の
財
政
運
営
も
厳
し
く
な

り
ま
す
。
日
ご
ろ
の
健
康
管

理
や
上
手
な
受
診
を
心
が
け
、

国
保
の
安
定
運
営
と
健
康
促

進
が
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

十
三
年
度
の
国
民
の
概
算

医
療
費
は
約
三
十
・
四
兆
円

で
、
前
年
度
と
比
べ
て
三
・

二
％
の
増
加
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
一
人
当
た
り
で

は
年
間
約
二
十
三
万
九
千
円

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
年
末

年
始
。
火
を
使
う
こ
と
が
多

く
な
る
一
方
、
慌
た
だ
し
さ

に
紛
れ
、
火
に
対
し
て
つ
い

不
注
意
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

消
防
本
部
・
消
防
団
で
は
、

十
二
月
二
十
日
�
か
ら
来
年

一
月
十
日
�
ま
で
の
間
、
火

災
予
防
特
別
警
備
を
実
施
し

ま
す
。

 
一
人
ひ
と
り
が
火
の
取
り

扱
い
に
十
分
注
意
し
、
次
の

ポ
イ
ン
ト
を
実
践
し
て
、
大

切
な
生
命
と
財
産
を
火
災
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い

②
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投

げ
捨
て
を
し
な
い

③
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い

④
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き

火
を
し
な
い

⑤
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や

ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

⑥
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、

た
こ
足
配
線
は
し
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や

す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い

       
�
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率　

％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す 
� 
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
�

100

火
の
用
心

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

無無火火災災でで過過ごごそそうう
年年末末年年始始

□問 消防本部予防課

12月20日～1月10日

15 年 3月 2日（日）

文化センター大ホール
午後2時開演（1時半開場）

※この公演は、京都府からの助成金を受けて実施す
　るもので、入場料金が低額に設定されています。

□問 宇治市文化センター（� 39-9333）

　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
給
付
は
、
加
入
者
に

納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
と
国
か
ら
の
負
担
金

な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
保
険
料
を
納
め
な

い
人
が
い
る
と
支
え
合
い
の
仕
組
み
が
成
り
立

た
な
く
な
り
、
国
保
の
運
営
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
そ
う
な
る
と
病
気
や
け
が
の
治
療
で
か

か
っ
た
医
療
費
を
全
額
支
払
う
こ
と
に
な
り
、

必
要
な
医
療
も
受
け
ら
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
国
保
の
円
滑
な
事
業
運
営
が
で
き
る

よ
う
に
、
保
険
料
の
納
付
は
お
忘
れ
な
く
。

　

□問
 

国
保
年
金
課

で
、
前
年
度
と
比
べ
て
三
％

の
増
加
と
な
り
ま
す
。
宇
治

市
国
保
で
も
医
療
費
は
毎
年

増
加
傾
向
に
あ
り
、
十
三
年

度
は
、
全
体
で
は
前
年
度
を

十
一
億
六
千
万
円
上
回
り
百

九
十
九
億
円
に
達
し
ま
し
た
。

国
保
加
入
者
一
人
当
た
り
で

は
年
間
約
三
十
八
万
七
千
円

と
な
り
ま
す
。
医
療
費
の
増

加
要
因
と
し
て
は
、
◎
生
活

習
慣
病
な
ど
の
慢
性
疾
患
の

増
加　

◎
加
入
者
の
高
齢
化

　

◎
医
療
技
術
の
進
歩
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

医
療
保
険
は
相
互
扶
助
共

済
制
度
で
す
か
ら
、
医
療
費

が
増
加
す
れ
ば
保
険
料
負
担

も
増
加
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

一
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ
の
健

康
管
理
や
、
早
め
の
適
切
な

治
療
な
ど
を
心
が
け
る
こ
と

が
大
切
で
、
こ
れ
が
医
療
費

の
節
約
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　　

市
で
は
、
地
域
医
療
保
険

制
度
を
支
え
る
「
国
保
の
安

定
運
営
」
の
た
め
次
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

①
レ
セ
プ
ト
（
医
療
機
関
か

ら
の
請
求
明
細
）
の
点
検
体

制
の
強
化
･
充
実

②
健
康
・
医
療
を
テ
ー
マ
に

し
た
市
民
・
加
入
者
と
の
連

携
強
化

③
健
康
保
持
増
進
事
業
の
推

進④
在
宅
ケ
ア
の
推
進

⑤
医
療
機
関
や
介
護
･
社
会

福
祉
施
設
の
適
正
配
置

⑥
保
健
･
福
祉
･
教
育
分
野

等
と
の
連
携
施
策
推
進

⑦
適
正
な
保
険
料
賦
課
と
負

担
の
公
平
性
確
保
か
ら
の
収

納
率
向
上
対
策
の
強
化

⑧
健
全
な
国
保
財
政
の
堅
持

　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
加
入
者

を
は
じ
め
、
国
保
運
営
協
議

会
･
国
・
府
・
医
療
機
関
な

ど
の
関
係
諸
機
関
と
も
連
携

し
て
、
安
定
し
た
国
保
運
営

に
引
き
続
き
努
め
ま
す
。
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納納
めめ
忘忘
れれ
もも
なな
くく
便便
利利
でで
安安
心心

国国
民民
健健
康康
保保
険険
料料
のの
納納
付付
はは「「
口口
座座
振振
替替
」」でで

 退職者医療制度 

　会社や官公庁に勤めていたが退職し、厚
生年金や共済年金を受けている人で要件を
満たす場合、国民健康保険では「退職被保険
者」となります。届けていない人は必ず国保
の窓口で手続きをしてください。要件など
詳しくは市国保年金課へお問い合わせを。
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　国保加入者が同じ月に同じ医療機関（入院・外来は別。総合
病院では入院時の歯科は別、外来は診療科ごと）で、一部負担
金が下記の「自己負担限度額」を超えた場合、申請によりその
差額が払い戻される高額療養費制度があります。

＊上位所得世帯とは、国保料の算定の基礎となる賦課基準
　所得金額が 670万円を超える世帯。
※平成14年10月1日以降に70歳以上の人（65歳以上の老
　人保健対象者は除く）で、国民健康保険高齢受給者証をお
　持ちの人の自己負担限度額は老人保健と同額です。

◆申請手続き…保険証、印鑑、医療機関の領収書、振込先口
　座の控えを持って、市国民健康保険の窓口まで。
※上記のほかに、長期入院等による「多数該当」、同一世帯　
　内での複数受診による「世帯合算」の制度もあります。

72,300 円
（ただし、医療費が361,500円を超えた
場合は、その超えた分の1％を加算）

一般世帯

139,800 円
（ただし、医療費が699,000円を超えた
場合は、その超えた分の1％を加算）

上位所得世帯

35,400 円住民税非課税世帯

◆自己負担限度額  （平成14年10月1日以降分・70歳未満の人）

医療費が高額になったときの申請医療費が高額になったときの申請

国保の加入は必ず14日以内に！
　　　　遅れると給付はできません

　　　　　　　　　　　　　　　●ほかの市町村から転入した　
●職場の健康保険をやめた　●職場の健康保険の被扶養者ではな
くなった　●子どもが生まれた　●生活保護を受けなくなった

こんなときには届け出を

保
険
料
を
滞
納
す
る
と

あ
な
た
も
困
り
ま
す

市
国
保
医
療
費
の
現
状

国
保
安
定
運
営
を

め
ざ
し
て

              発行  宇 治 市
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               音 楽 物 語  
大助花子の絵本「良兵衛と日本きつね」
     語り：宮川大助  花子　     作曲：松園洋二
     演奏：京都フィルハーモーニー室内合奏団

保
険
料
は

国民健
康保険

国
保
の
安
定
運
営
と

家
族
の
健
康
を

ー国保加入者で年金を受けている人へー

医
療
費
を
支
え
る 

♪

�

チケットは、文化センター、東宇治・西小倉・
南宇治・槇島各コミュニティセンターで発売中

＜全席自由席＞
入場料　親子券500円

※未就学児は入場できません

小・中学生500円、一 般1000円
（小・中学生1人＋保護者1人…1家族1枚に限る）

大
切
な
財
源
で
す

＊

夜間納税受付を実施します
ぜひ、この機会にお越しください。

12月12日（木）・17日（火）・19日（木）
　　　　午後 7時まで
　なお、午後6時以降は地階の夜間受
付よりお入りください。　　　□問 納税課



介護保険制度の実施状況と第2期計画におけるサービス量の見込み介護保険制度の実施状況と第2期計画におけるサービス量の見込み
　平成 12年 4月に介護保険制度が施行されてから約 2年半が経過しました。この間、市民の皆さんのご理解と介護サービス事業者など関係者のご協力のもと、おおむね順調
に運営できています。介護保険事業計画は、5年を計画期間として、3年ごとに見直しを行うことになっており、今年度が見直しの年にあたります。今回は、介護保険制度の実
施状況と、第 2期計画期間（平成 15～ 19年度）における介護サービス量の見込みについてお知らせします。
1．高齢者人口と認定者の推移
　65歳以上の人口は増加を続けており、高齢化率（総人口に占める65歳以上の人口比率）は19年
には18.5％になると推計しています。認定者は介護保険制度施行当初から増加を続けています。
14年 10月では、要支援・要介護と認定された人は、約4300人となっています。19年には認定
者は約6200人になると推計しています。

推　計実　績 
平成 19平成 18平成 17平成 16平成 15平成 14平成 13平成 12年　度
193,101192,896192,691191,975191,260189,841189,897190,621人口総数（人）
35,72034,17032,62131,34530,07028,66227,30825,96065歳以上人口（人）
18.5%17.7%16.9%16.3%15.7%15.1%14.4%13.6%高齢化率
6,1935,9015,5895,2874,9174,3133,6322,908認定者数（人）
17.34%17.27%17.13%16.87%16.35%14.5%12.7%10.7%認定者出現率

※認定者出現率は、実績＝65歳以上認定者／65歳以上人口、推計＝認定者（40歳以上64歳以下の人を含む）／65歳以上人口。
　実績はいずれも 10月現在の数字です。

2．介護保険サービスの利用の推移
①介護保険サービス利用者数の実績と推計
　利用者は大きく増加していますが、認定された人に占める利用者の割合は、介護保険制度施行当
初より減少しています。15年度以降の利用率は ､最近とほぼ同じ率で推移すると見込んでいます。

推　計実　績 
平成 19平成 18平成 17平成 16平成 15平成 13平成 12年度
4,5874,3724,1423,9213,6522,7692,272利用者数（人）
74.07%74.08%74.11%74.16%74.27%76.2%78.1%利用率

※利用率は認定者数に対する利用者の割合。住宅改修・福祉用具購入のみの利用者は含みません。
　非該当者（経過措置対象者）は含みません。実績はいずれも 10月現在の数字です。

②施設サービス利用者数の実績と推計
　施設サービス利用者数の実績は、特養と老健で増加しています。15年度以降も増加すると推計
し、17年と19年には特養の、18年には老健の施設整備を見込んでいます。　

推　計　人　数実績人数 
平成 19平成 18平成 17平成 16平成 15平成 13平成 12年　度

511441423346337( 310)( 271)特養
375359339326313( 278)( 226)老健
204195186182177( 162)( 159)療養型
1,089995949854827( 749)( 656)施設総利用者

合計
3.05%2.91%2.91%2.72%2.75%2.75%2.52%高齢者人口比

※推計は ､小数点以下を四捨五入しているため合計と合わない場合があります。（　）は月平均利用人数。
　◎特養…介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
　◎老健…介護老人保健施設
　◎療養型…介護療養型医療施設

③在宅サービス利用回数の実績と推計
　在宅サービス利用実績では、どのサービスも大きく増加しています。15年度以降も利用は大き
く増加すると推計しています。

推　計実　績
単位サービスの

種類 平成19年度平成 18年度平成 17年度平成 16年度平成 15年度平成 13年度平成 12年度
291,991276,668254,754240,801215,873150,649100,559回／年訪問介護
6,7446,5395,9625,7925,0923,7962,844回／年訪問入浴介護
41,97340,96338,48937,65334,49326,18721,001回／年訪問看護
1,3611,2541,1181,025890583433回／年訪問リハビリテーション

121,684115,693107,443101,92392,38765,79854,413回／年通所介護
42,32639,70436,32433,98030,33220,97813,587回／年通所リハビリテーション
34,15932,48729,81328,38125,39118,34911,776日／年短期入所
460442410395357261244人居宅療養管理指導
3,3803,2633,0852,9662,7332,0281,631人居宅介護支援

5252524843163人痴ほう対応型共同生活介護 
　（グループホーム）

53494642392928人特定施設入所者生活介護 
（有料老人ホームの介護）
※居宅療養管理指導・居宅介護支援・痴ほう対応型共同生活介護・特定施設入所者生活介護は、各年 10月の利用者数。

3．保険給付費の実績と推計
　給付費は増加しており、13年度実績では12年度に比べ34％の伸びとなっています。サービス量
の見込みと現行の介護報酬から給付費を試算すると15年度以降は次のようになります。

※在宅サービス給付費には、居宅介護支援費・福祉用具購入費・住宅改修費の給付費を含みます。その他は高額介護
　サービス費・審査支払い手数料です。千円未満を四捨五入しているため、合計と合わない場合があります。

（単位：千円）

4．第１号被保険者（65歳以上の人）保険料の試算
　上記の推計値から現在の介護報酬を基に15年から17年までの保険料収納率を98.5％として、基
準となる（第3段階）保険料を試算しました。

3,380 円月額
40,560 円年額

　

市
で
は
、
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
・
振
興
と
競
技
力

の
向
上
を
図
る
た
め
、「
宇

治
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
の
表
彰

を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
の
基

準
に
該
当
す
る
人
や
団
体
が

あ
れ
ば
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
…
市
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
し
て
い
る
人
か
、

市
内
に
事
務
所
が
あ
る
団
体

と
そ
れ
に
属
し
て
い
る
人

◆
推
薦
の
基
準
…
◎
ス
ポ
ー

ツ
に
関
し
、　

年
中
に
全
国
・

１４

国
際
大
会
（
小
・
中
学
生
は

府
・
近
畿
大
会
も
可
）
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
人
や
団

体　

◎
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
長
年
に
わ
た
り
功
績

の
あ
っ
た
人
や
団
体
で
①
優

秀
な
選
手
の
育
成
指
導
に
顕

　

市
で
は
、
市
内
の
小
・
中

学
生
及
び
高
校
生
な
ど
の
文

化
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
や

振
興
を
図
る
た
め
、「
宇
治

市
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞
」
を
制

定
し
、
音
楽
や
美
術
な
ど
の

文
化
的
な
活
動
に
対
し
て
表

彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
の

基
準
に
該
当
す
る
人
や
団
体

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
日
常
生
活
で
必
要
な
上
水

を
供
給
す
る
上
水
道
事
業
や
、

生
活
の
中
で
発
生
す
る
汚
水

を
き
れ
い
な
水
に
し
て
川
へ

戻
す
公
共
下
水
道
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

上
下
水
道
事
業
や
水
環
境
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
市
内
の
小
学
校

四
年
生
を
対
象
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
は
十
一
校

か
ら
三
百
九
十
六
点
の
応
募

が
あ
り
、
次
の
児
童
の
作
品

が
入
選
し
、
十
二
月
十
一
日

の
表
彰
式
で
賞
状
と
副
賞
が

　

パ
ソ
コ
ン
操
作
上
の
疑
問

点
を
解
消
す
る
た
め
の
市
民

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し

た
。
基
本
操
作
・
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
し
、

一
回
三
時
間
の
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

◇
対
象
…
市
内
在

住
・
在
勤
で
初
級
程
度

の
操
作
が
可
能
な
人（
学

開設時間教室名
月・木 曜（午 前・
午 後・夜 間）、日
曜（午前・午後）

東鳳パルスクール本部木幡校
木幡陣ノ内 46
�33-6885,�33-1937

火・水 曜（午 前・
午 後・夜 間）、土
曜（午後・夜間）

東鳳パルスクール大久保校
大久保町上ノ山 43-44
�41-3010,�41-3025

月・火 曜（夜 間）、
木・金 曜（午 前）、
土曜（午後・夜間）、
日曜（午前・午後）

パソコン英会話アスク
莵道車田 54-14
�／� 22-2210

著
な
功
績
が
あ
っ
た　

②
国

体
等
の
全
国
的
競
技
会
に
、

選
手
と
し
て　

回
以
上
出
場

１０

し
、
相
当
な
成
績
を
収
め
た

　

③
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係

の
組
織
、
団
体
な
ど
で
お
よ

そ　

年
以
上
に
わ
た
り
そ
の

２０
普
及
・
振
興
・
発
展
に
顕
著

な
功
績
を
収
め
た　

④
競
技

審
判
・
競
技
の
運
営
・
記
録

の
収
集
・
情
報
提
供
な
ど
特

定
の
分
野
で
、
お
よ
そ　

年
２５

以
上
に
わ
た
り
貢
献
し
た　

⑤
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
か
か
る
学
術
研
究
な
ど
に

功
績
が
あ
っ
た　

⑥
そ
の
他
、

特
に
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
、
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た

◆
推
薦
の
手
続
き
…　

年
１

１５

月　

日
�
ま
で
に
所
定
の
推

３１
薦
調
書
で
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

へ
。
選
考
委
員
会
で
選
考
し
、

市
長
が
決
定

◆
表
彰
…
３
月
１
日
の
市
制

施
行
記
念
日
に
表
彰
し
ま
す
。

の
推
薦
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
対
象
…
市
内
に
在
住
・
在

学
す
る
小
学
生
・
中
学
生
・

高
校
生
か
こ
れ
に
準
じ
る
人
、

ま
た
は
こ
れ
ら
の
団
体

▼
表
彰
の
分
野
・
範
囲
…　
１４

年
中
に
音
楽
美
術
な
ど
の
分

野
の
権
威
あ
る
大
会
（
近
畿
・

全
国
・
国
際
大
会
。
大
会
に

は
、
コ
ン
ク
ー
ル
・
賞
・
展

覧
会
な
ど
の
名
称
も
含
む
）

で
、
優
秀
な
成
績
（
近
畿
大

会
１
位
、
全
国
大
会
６
位
ま

で
）
を
収
め
た
人
・
団
体

◆
推
薦
の
手
続
き
…
文
化
活

動
を
推
進
す
る
組
織
・
団
体

の
長
ま
た
は
学
校
長
が　

年
１５

１
月　

日
�
ま
で
に
所
定
の

３１

推
薦
調
書
で
社
会
教
育
課
へ
。

▼
表
彰
者
の
決
定
等
…
選
考

委
員
会
で
選
考
し
、
市
長
が

決
定
。
３
月
１
日
の
市
制
施

行
記
念
日
に
表
彰
し
ま
す
。

生
不
可
）
◇
相
談
料
…
無
料

　

◇
開
設
期
間
…　

年
３
月

１５

　

日
�
ま
で　

◇
開
設
場
所

３１…
左
表
の
と
お
り　

◇
申
し

込
み
…
氏
名
・
郵
便
番
号
・

住
所
・
電
話
番
号
（
フ
ァ
ク

ス
・
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）・

生
年
月
日
・
希
望
す
る
曜
日
・

時
間
帯
（
複
数
記
入
可
）
と

相
談
内
容
を
書
き
、
フ
ァ
ク

ス
か
は
が
き
で
各
教
室
へ
。

詳
し
く
は
、
直
接
各
教
室
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

授
与
さ
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞
＝
加
藤
玲
奈
（
伊

勢
田
小
）　

優
秀
賞
＝
神
山

侑
衣
（
御
蔵
山
小
）、
巽
小
百

合
（
大
開
小
）、
谷
中
俊
紀

（
北
小
倉
小
）、
清
地
瑛
理

（
大
開
小
）、
江
藤
俊
輔
（
宇

治
小
）　

佳
作
＝
橘
舞
依（
御

蔵
山
小
）、
清
水
千
晨
（
宇
治

小
）、
久
保
奈
津
希
（
御
蔵
山

小
）、
花
田
翔
汰
（
岡
屋
小
）、

吉
仲
拓
馬
（
北
小
倉
小
）、
吉

田
明
日
香
（
宇
治
小
）、
山
田

真
実
（
宇
治
小
）、
松
下
由
佳

（
菟
道
小
）、
嶋
津
健
人
（
岡

屋
小
）、
中
河
寛
治
（
御
蔵
山

小
）、
藤
井
梨
早
（
南
部
小
）
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宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

�
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

推
薦
は
１
月　

日
�
ま
で
に

３１

宇
治
市
ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞

�
社
会
教
育
課

推
薦
は
１
月　

日
�
ま
で
に

３１

�
下
水
道
管
理
課

「
水
�
み
ず
」に
関
す
る
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者
決
ま
る

 市民パソコン
サポートセンター
　　 開設

　次期保険料は…
　15年 2月の介護報酬の改定や14年度のサービス
利用状況により変動し ､15年 3月に決定します。

＜次期試算標準保険料＞

　介護保険事業計画は、市民代表や学識経験者などか
ら構成された「宇治市高齢社会対策協議会」で協議をし
ていただきながら、見直し作業を進めています。以降
の状況についても本紙等でお知らせしていく予定です。

�介護保険課

推　計
平成15～17
年度の合計

平成
17年度

平成
16年度

平成
15年度

9,870,0403,511,8353,338,0153,020,191
9,809,6003,526,6533,190,4993,092,449
123,05847,22039,32336,515

19,802,6997,085,7086,567,8366,149,154

実　績
平成 13年度平成 12年度

項　目
構成比給付費構成比給付費
42.6%2,109,97940.0%1,482,439在宅サービス給付費
56.7%2,811,83959.5%2,204,924施設サービス給付費
0.7%34,0420.5%16,287その他

100.0%4,955,860100.0%3,703,650総　計

□問 生涯学習センター（� 39-9500）



学の人�定員20人（多数の場合は
抽選）�ところ…生涯学習センタ
ー�参加費…無料 (ただし、テキ
スト代1680円)�保育…2～5歳
　□申 往復はがきに ｢中国語入門 ｣
と住所・氏名・年齢・電話番号・
保育の有無 (ある場合は名前・年
齢）を書き ､12月 26日�まで（必
着）に同センター（〒611-0021宇
治琵琶45-14、� 39-9500) へ。
■中央図書館
　「剣豪武蔵、参上！」をテーマに
「宮本武蔵」という人物をより幅
広く、興味深く知ってもらうため、
関連する図書を展示します。�と
き…12月 13日�～20日��展
示図書…小説、剣道、伝記などあ
わせて約100冊　□問 同館（� 39-
9256）
■クリスマス会
　各図書館（中央・東宇治・西宇治）
でクリスマス会を行います。�と
き・ところ…◎12月 18日�、 
午後 3時～ 4時＝東宇治・西宇治
図書館　◎12月 25日�、午後
3時～ 4時＝中央図書館�対象…
幼児～小学校4年　□問 中央図書館
（� 39-9256）・東宇治図書館（�
39-9182）・西宇治図書館（� 39-
9226）

官公署・その他
■宇治商工会議所
　□申 同会議所（� 23-3101）
　＜日商販売士3級検定試験合格
力養成講座＞�とき15年1月14
日～ 2月 13日の火・木曜、午後
6時半～9時。全10回�定員…
先着20人�費用… 1万 5000円
( テキスト代含む )　
　＜ＴＯＥＩＣレベルアップ講

座＞英語力を高めませんか。�と
き…15年1月17日～3月20日
の原則、月・金曜、午後6時半～
8時。全15回�ところ…商工会
議所�定員…先着15人�費用…
2万 8000円　
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お知らせ
■市営住宅の入居者募集
　�募集戸数…◎神明宮西3DK
＝1戸　◎小倉中畑3DK＝4戸�
入居時期… 15年 2月中旬予定�
受付期間・場所…12月 24日�～
26日�、午前9時～午後4時。市
役所2階 201会議室。家賃・応募
資格など詳しくは住宅課にある募
集案内をご覧ください。　□問 住宅
課

■第6回宇治市都市計画審議会
　�とき…12月 20日�、午後2
時～�ところ…市役所8階大会議
室�内容…容積率制限緩和適用除
外区域の指定について。傍聴を希
望する人はお越しください（多数
の場合は人数制限をさせていただ
くこともあります）。なお、関連
資料は当日市役所１階の行政情報
室に置きます。□問 都市計画課
■ 20年後の「宇治」をみんな
　で考えよう～都市計画マスタ
　ープランってどんなもの～　
　�とき…15年1月19日�、午
後2時～4時半�ところ…生涯学
習センター�内容…講演など。講
師＝岡田憲夫さん（京都大学教授）
�定員…先着200人　□申 1月 10
日�までに都市計画課へ。メール
アドレスtoshikeikakuka@city.uji.
kyoto.jp

　

催し
■おやこっこらんど
　�とき…12月12日�、午前10
時～ 11時半�ところ…生涯学習
センター�内容…クリスマスツリ
ーを飾りましょう、手遊び、体操
など�対象…乳幼児とその親�参
加費…無料　□問 同センター（�
39-9500）
■歴史講座　
　�とき…12月 19日�、午後2
時～3時半�ところ…中央公民館
�内容…「京焼の展開～18世紀
を中心に～」・講師＝岡佳子さん
（大手前大学助教授）�参加費…無
料　□問 歴史資料館（� 39-9260）

■市民公開講演会「生涯学習
　の実践～ボランティア活動
　の魅力を探る～」
　�とき…15年1月11日�、午
後1時半～3時半�ところ…生涯
学習センター�対象…市内在住・
在勤・在学の人�講師…菅原範人

さん（NPO法人東京雑学大学理事
長）�定員…先着200人�参加費
…無料�保育…2～5歳　 □申 電話
か来館で同センター（� 39-9500）
へ。
■「宇治の市民大学」運営ス
　タッフ養成講座
　15年度の「宇治の市民大学」は
市民の皆さんの企画・運営によっ
て開講する予定です。これに先立
ち、その企画・運営をしていただ
くスタッフを養成する講座を開き
ます。あなたもスタッフの仲間と
して一緒に企画・運営してみませ
んか。�とき・内容…下表のとお
り。いずれも午後1時半～3時半
�ところ…生涯学習センター�対
象…市内在住・在勤・在学の人�
定員…先着50人�参加費…無料
�保育…2～ 5歳　□申 電話か来館
で同センター（� 39-9500）へ。

■チョットよくばりな「中国
　語入門」講座
　�とき…15年1月23日～3月
27日の毎週木曜日、午前10時～
正午。全10回。�内容…修了時
に挨拶程度の会話ができることを
目標に、毎回身近な暮らしなどに
もふれながら会話学習を進めます。
5講（2月 20日�）＝「 杜甫 の詩

とほ

を読む」 ・8講（3月 13日�）＝
 胡弓 のミニ演奏」　・9講（3月 20
こきゅう

日�）＝「中国ぎょうざをみんな
でつくって試食しよう」などを予
定�講師…野口優子さん、　少　
さん�対象…市内在住・在勤・在

        テ ー マ ・ 講 師 月 日講座

生涯学習の実践～ボラン
ティア活動の魅力を探る～  
    東京雑学大学理事長

菅原範人さん
※  この講座は「市民公開講
演会」への参加です。

1/11
�

1
講

これからのボランティ 
ア活動～自分の世界を見  
つけよう～                       
同志社大学教授岡本民夫さん

1/18
�

2
講

講座の企画や運営をするた
めのポイントをつかもう    
�京都市ユースサービス協会事業
コーディネーター水野篤夫さん

1/25
�

3
講

「宇治の市民大学」を    
   つくってみよう         
 生涯学習センター職員

2/1
�

4
講

年末の交通事故防止府民運動

 毒物劇物危害防止
　近年、毒物劇物による事件・
事故が多発しています。
　正しい使用・保管管理・廃棄
を行いましょう。
◆盗難にあわないよう ､鍵のか
　かる保管庫に入れる
◆容器・場所に正しい表示
◆飲食物の容器に入れない
◆不法な廃棄はしない
◆在庫の確認、盗難にあった場
　合すぐに警察に連絡する
 □問 宇治保健所（�２１-２１９１）

も
え
な
い
ご
み

も
え
る
ご
み

◆
年
末
…　

月　

日
�
・　

１２

２８

２９

日
�
・　

日
�
は
、
市
内
全

３０

域
を
毎
日
収
集
し
ま
す
。
な

お
、　

月　

日
�
か
ら
１
月

１２

３１

５
日
�
ま
で
休
み
ま
す
。

◆
年
始
…
◎
月
・
木
の
収
集

地
域
＝
１
月
６
日
�
に
収
集

し
ま
す
。　

◎
火
・
金
の
収
集

地
域
＝
１
月
７
日
�
に
収
集

し
ま
す
。

※
な
お
、
年
末
年
始
の
こ
の

５
日
間
は
、
午
後
の
収
集
地

域
も
必
ず
午
前
９
時
ま
で
に

ご
み
収
集
場
所
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。
１
月
９
日
�
以
降
、

平
常
ど
お
り
に
な
り
ま
す
。

●
収
集
地
域
ご
と
に
日
程
が

異
な
り
ま
す
。
表
１
で
確
認

を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　

月　

日
�
か
ら
１
月
５
日

１２

２８

�
ま
で
休
み
ま
す
。
年
末
の

収
集
が
早
く
終
了
す
る
地
域

は
、
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
願
い
】
カ
セ
ッ
ト
コ
ン

ロ
の
ボ
ン
ベ
缶
・
ス
プ
レ
ー

缶
は
、
必
ず
使
い
き
り
、
穴

を
あ
け
ず
に
別
の
透
明
な
袋

に
入
れ
、
分
け
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。
も
え
な
い
ご
み
の

日
に
分
け
て
収
集
し
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

程
ち
ら
し
や
収
集
場
所
の
看

板
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
年
始
（
１
月
）

の
缶
収
集
は
、
表
３
の
と
お

り
で
す
。
２
月
以
降
は
、
平

常
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

●
山
間
部
（
毎
週
水
曜
日
収

集
）
の
収
集
は
、
表
２
の
と

お
り
で
す
。

※　

月　

日　

は
も
え
る
ご

１２

２９

（日）

み
の
み
特
別
収
集
し
ま
す
。

金曜日
の収集
地域

木曜日
の収集
地域

水曜日
の収集
地域

火曜日
の収集
地域

月曜日
の収集
地域

１２/２７１２/２６１２/２５１２/２４１２/２３
年末の
最終の
収集日

 １/１０  １/９  １/８  １/７  １/６
年始の
最初の
収集日

表１　曜日別年末年始の収集日

●
引
っ
越
し
な
ど
で
多
量
に

出
る
ご
み
・
大
型
ご
み
は
、

有
料
で
収
集
し
て
い
ま
す
。

電
話
で
予
約
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。
年
内
の
収
集

申
し
込
み
は
、　

月　

日
�

１２

１３

ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
予
約

が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
し
だ
い

締
め
切
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
。
問
い
合
わ
せ
は
、
環

境
政
策
室
事
業
課
へ
。

 
問
い
合
わ
せ
は

 　

月　

日　

正
午
ま
で
に

１２

３１

（火）

●
定
期
収
集
で
、「
く
み
も

れ
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

必
ず
収
集
口
か
ら
確
認
の
う

え
、
翌
日
（
翌
日
が
土
・
日
・

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
年

内
の
し
尿
収
集
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は
、　

日
�
の
正

３１

午
ま
で
で
す
。
こ
れ
以
降
は
、

翌
年
の
１
月
６
日
�
、
午
前

８
時
半
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

 
臨
時
収
集
の
申
し
込
み
は

 　

月　

日　

ま
で
に

１２

２５

（水）

●
し
尿
の
臨
時
収
集（
有
料
）

の
申
し
込
み
は
、　

月　

日

１２

２５

�
ま
で
で
す
。
年
始
は
１
月

６
日
�
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

し
尿
収
集

●
缶
、
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
・
発
泡
ト
レ
ー
類
の
収
集

は
、　

月　

日
�
か
ら
１
月

１２

２８

５
日
�
ま
で
休
み
ま
す
。
詳

し
く
は
、
資
源
ご
み
収
集
日

市民交流ロビーコンサート

 Erina Afternoon
Concert

ピアノソロ　松本絵里奈さん
12月18日（水）
午 後０時１５分～４５分
市役所１階市民交流ロビー

　　　月の光　　ドビュッシー
　　　ラ・カンパネラ　リスト ほか

□問 文化自治振興課

曲
目

   収集するもの
 平常どおり収集
（もえるごみ・もえない 
　ごみ・缶）

12/25
　（水）

 特別収集
（もえるごみのみ）

12/29 
  （日）

 平常どおり収集
 （もえるごみ・もえない
　ごみ・びん・ペットボト
　ル・発泡トレー類）

   1/8
   （水）

表２ 　山間部の収集日

□問
 

城
南
衛
生
管
理
組
合

（
�
0
7
5
・
6
3
1
・
5
1
7
1
）

リュウ  ショウナ

�

�

�

�

����������

����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

冬場の食中毒にご注意
　カキなどの二枚貝が原因と
考えられる小型球形ウイルス
による食中毒が増えています。

予防のポイント
�十分に加熱する
�十分に手洗いをする
�調理器具は熱湯や消毒液、
　日光で消毒する。
  □問 宇治保健所（�２１-２１９１）

 ゆずりあう　心がかよう
　京の暮れ　

１２月３１日まで年末の交通事故
防止府民運動を実施しています

宇治市交通安全対策協議会

山
間
部（
笠
取
・
炭

山
・
二
尾
・
池
尾
）

臨
時
ご
み

年
末
年
始
の 

ご
み
収
集
□問 環境政策室
事業課・ごみ
減量推進課

資
源
ご
み

 年末特別警戒活動実施中
 ～みんなでつくろう安心の街～
　宇治署管内では、ひったくり
被害が多発しています。被害に
あわないために次のことに気を
つけましょう。
�ひったくり被害防止策�
�貴重品は身につけましょう
�自転車の前カゴには防犯ネ
　ットを取り付けましょう
�バッグなどは車道と反対側
　に持ちましょう
�後方から近づくバイクの音
　に注意しましょう
 □問 宇治警察署（�２１-０１１０）

　  収　集　日

1月８日（水）・２２日（水）
（第２・４の
　水曜日に収集）

第１・３
の水曜日
の地域

1月１５日（水）・２９日（水）
（第３・５の
　水曜日に収集）

第２・４
の水曜日
の地域

表３  １月の缶収集日

�

�

�

�

����������������������

����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

年賀状はお出しできません
　公職選挙法により、政治家の寄付は、罰則をもって禁
止されています。また、有権者が勧誘や要求をするこ
とも禁止されています。
　宇治市議会では、寄付行為の禁止と虚礼廃止（年賀状
の自粛など）の励行について、申し合わせを行っていま
す。市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

宇治市議会

岡本   満羽ちゃん　（１歳）
　　   祐子 さん
  　　　　　（広野町東裏）

新春特別番組

久保田市長
　  新春の抱負を語る
1月1日（祝）  午前10時から15分間
ＫＢＳ京都  ＵＨＦ34ｃｈ

手話通訳ありテレビ広報



交差点

　

◇
投
書
コ
ー
ナ
ー
…
身
近
な
話
題
や
提
案
な
ど
4
百
字
程

度
で
。
写
真
も
歓
迎（
採
用
分
に
は
粗
品
を
進
呈
）◇
市
民
情

報
・
短
信
…
市
民
サ
ー
ク
ル
の
催
し
や
会
員
募
集
な
ど
。
な
お
、

掲
載
は
紙
面
の
都
合
で
原
則
受
付
順　

団
体
ま
で
と
し
ま
す
。

30

【
送
付
・
連
絡
先
】
〒
6
1
1
�
8
5
0
1
宇
治
市
役
所
広
報

課（
�　

・
8
7
0
4
、
フ
ァ
ク
ス　

・
8
7
7
9
）。
2
月

20

20

　

日
号
へ
は
、1
月　

日
�
ま
で
に
。た
だ
し
、宗
教
・
政

11

21

治
・
あ
き
ら
か
な
営
利
活
動
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

毎月11日号
みなさんと
作るページ

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
働
き
た
い
女
た

ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

◎
自
分

の
体
を
知
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

＝　

月　

日
�　

◎
風
邪
・
花

１２

１３

粉
症
の
時
期
を
楽
に
乗
り
切
ろ

う
＝　

月　

日
�
。
い
ず
れ
も

１２

２０

午
前　

時
半
〜
正
午
。
広
野
公

１０

民
館
。
１
回
に
つ
き
材
料
費
千

２
百
円
。
保
育
あ
り（
６
百
円
・

要
予
約
）。
同
事
務
局（
�
／
�

　

・
９
１
６
７
）。

４４◆
「
洋
風
」「
和
風
」
寄
せ
植
え

教
室　
　

月　

日
�
、
午
前
９

１２

１４

時
半
〜　

時
半
。
志
津
川
福
祉

１１

の
園　

◎
洋
風
＝
千
５
百
円　

◎
和
風
＝
２
千
５
百
円
。
い
ず

れ
も
材
料
費
込
み
。
各
先
着　
３０

人
。
同
園
（
�　

・
９
９
０
２
、

２０

�　

・
９
９
０
３
）。

２０

第１３３４号  宇　治　市　政　だ　よ　り ２００２年（平成１４年）　１２月１１日発行（４）

市
民
情
報

短   
信

　

催　
　
　

し

◆
の
び
っ
こ
ク
ラ
ブ　
　

月　
１２

１４

日
�
、
１
月　

日
�
、
い
ず
れ

１８

も
午
前
９
時
半
〜　

時
。
く
り

１１

く
ま
保
育
園
。
子
育
て
に
不
安

を
感
じ
て
い
る
母
と
子
対
象
。

無
料
。
要
予
約
。
同
園（
�　

・
４４

４
６
２
１
）。

◆
禁
煙
ふ
れ
あ
い
将
棋
「
と
金

会
」　

◎　

月　

日
�
、
午
前

１２

１５

　

時
〜
午
後
５
時　

◎
１
月　

１０

１９

日
�
、
午
後
１
時
〜
５
時　

◎

１
月　

日
�
、
午
前　

時
半
〜

２６

１１

午
後
５
時
。
い
ず
れ
も
中
畑
集

会
所
。
年
千
円
、
出
席
会
費
各

百
円
。
西
村
さ
ん
（
�　

・
８

２２

３
３
１
）。

◆
社
交
ダ
ン
ス
Ｔ
Ｓ
Ｄ
同
好

会
・
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
と
二

周
年
発
表
会　
　

月　

日
�
、

１２

１５

午
後
１
時
半
〜
４
時
半
。
生
協

宇
治
神
明
セ
ン
タ
ー
。
当
日
券

７
百
円
。
吉
田
さ
ん
（
�
／
�

　

・
７
７
７
７
）。

４１◆
歴
史
ウ
オ
ー
ク
Ⅶ
〜
日
野
・

醍
醐
方
面
の
寺
社
を
訪
ね
ま
す

〜　
　

月　

日
�
、
午
前
８
時

１２

１５

半
に
Ｊ
Ｒ
六
地
蔵
駅
前
児
童
公

園
集
合
（
小
雨
決
行
、
荒
天
時

は　

月　

日
�
）。
約
８
キ
ロ

１２

２２

（
家
族
向
き
）。
無
料（
交
通
費

等
各
自
負
担
）。
宇
治
市
歩
こ

う
会
・
田
中
さ
ん
（
�　

・
６

２４

３
３
５
）
ま
た
は
市
文
化
自
治

振
興
課
へ
。

◆
ふ
る
さ
と
探
訪
ク
ラ
ブ　
　
１２

月　

日
�
、
午
前　

時
に
Ｊ
Ｒ

２１

１０

き
）。
２
百
円
。
別
途
バ
ス
代

千
円
。
◎
２
月
９
日
�
、
午
前

８
時
半
に
京
阪
宇
治
駅
前
集
合

（
雨
天
時
は
２
月　

日
�
）。

１６

大
阪
上
町
台
地
の
史
跡
探
訪
。

約　

キ
ロ（
一
般
向
き
）。
２
百

１０
円（
交
通
費
等
各
自
負
担
）。
い

ず
れ
も
田
中
さ
ん
（
�　

・
６

２４

３
３
５
）。

◆
宇
治
市
さ
わ
や
か
歩
こ
う
会

　

◎
１
月　

日
�
、
午
前
９
時

１３

　

分
に
宇
治
公
園
塔
の
島
集
合
。

４５宇
治
上
神
社
・
志
津
川
方
面
。

６
キ
ロ　

◎
２
月　

日
�
、
午

１１

前
９
時　

分
に
Ｊ
Ｒ
桃
山
駅
集

４５

合
。
伏
見
桃
山
城
・
北
堀
公
園

方
面
。
５
・
５
キ
ロ
。
い
ず
れ

も
雨
天
決
行
。
百
円
。
谷
岡
さ

ん
（
�
０
９
０
・
２
３
５
０
・

３
１
３
３
）。

◆
箏
・
尺
八
新
春
演
奏
会　

１

月　

日
�
、
午
後
１
時
半
〜
３

１９
時
半
。
東
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。
無

料
。
三
曲
協
会
・
伊
藤
さ
ん（
�

　

・
０
８
５
３
）。

４３◆
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
「
私
と

似
顔
絵
」　

１
月　

日
�
、
午

２３

前　

時
〜
正
午
。
中
央
公
民
館
。

１０
講
師
＝
六
嶋
由
美
子
さ
ん
。
先

着　

人
。
３
百
円
。
保
育
あ
り

３０
（
要
予
約
）。
わ
い
わ
い
Ｔ
Ｒ

Ｙ
塾
・
木
原
さ
ん
（
�
／
�　

・
２２

０
６
２
４
）。

◆
宇
治
シ
テ
ィ
ー
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
第　

回
定
期
演
奏
会　

４０

２
月
９
日
�
。
午
後
２
時
開
演
。

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
。
曲

目
＝
Ａ
・
ド
ヴ
ォ
ル
ジ
ャ
ー
ク

「
新
世
界
よ
り
」
ほ
か
。
７
百

円（
前
売
り
５
百
円
）。
脇
坂
さ

ん
（
�　

・
４
４
６
２
）。

２３

◆
宇
治
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会
会
長
杯　

２
月　

日
�
、

１６

黄
檗
体
育
館
。
一
般
の
部
参
加

チ
ー
ム
募
集
。
参
加
料
８
千
円
。

募
集
要
項
・
連
絡
先
は
同
協
会

林
さ
ん
（
�　

・
１
８
０
０
）。

２２

◆
第
３
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
記
念
「
ス
リ
ー
デ
ー
み
ず

ウ
オ
ー
ク
」　

①
ス
リ
ー
デ
ー

西
大
路
駅
前
集
合
。
雨
天
決
行
。

松
尾
大
社
〜
嵐
山
渡
月
橋
方
面
。

３
百
円
。
青
木
さ
ん
（
�　

・
４３

３
７
４
７
）。

◆
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス

ク
ー
ル　
　

月　

日
�
、
午
後

１２

２１

２
時
〜
４
時
。
西
宇
治
体
育
館
。

小
学
４
年
〜
６
年
生
（
保
護
者

の
送
迎
要
）。
無
料
。
上
靴
持

参
。
徳
田
さ
ん
（
�
／
�　

・
３２

７
３
７
２
）。

◆
宇
治
将
棋
教
室　

◎　

月　
１２

２１

　

◎
幕
末
京
都
池
田
屋
・
近
江

屋
事
変
コ
ー
ス
＝　

月　

日
�
、

１２

２９

午
前　

時
に
京
阪
三
条
駅
高
山

１０

彦
九
郎
像
前
集
合
。
い
ず
れ
も

雨
天
決
行
。
３
百
円
。
青
木
さ

ん
（
�　

・
３
７
４
７
）。

４３

◆
将
棋
・
楽
友
「
と
金
会
」　

◎

　

月　

日
�
、
１
月　

日
�
、

１２

２５

１１

１
月　

日
�
＝
西
小
倉
コ
ミ
セ

２２

ン　

◎
２
月
８
日
�
＝
南
宇
治

コ
ミ
セ
ン
。
い
ず
れ
も
午
前　
１０

時
〜
午
後
５
時
。
初
心
者
・
女

性
歓
迎
。
年
２
千
円
。
上
野
さ

ん
（
�　

・
６
５
４
３
）。

２２

◆
パ
キ
ス
タ
ン
料
理
教
室　

本

場
の
カ
レ
ー
や
チ
ャ
パ
テ
ィ
な

ど
を
作
り
ま
す
。　

月　

日
�
、

１２

２５

午
前　

時
〜
午
後
１
時
。
小
倉

１０

公
民
館
。
先
着　

人
。
千
円

２０

（
無
料
保
育
あ
り
）。
中
井
さ

ん
（
�
／
�　

・
１
１
３
７
）

２２

◆
京
都
府
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会

　

◎
初
も
う
で
新
春
古
都
の
道

＝
１
月
２
日
�
、
午
前　

時
に

１０

京
阪
三
条
駅
集
合
。
平
安
神

宮
・
清
水
寺
〜
伏
見
稲
荷
大
社

方
面
。　

キ
ロ　

◎
全
国
都
道

１２

府
県
対
抗
女
子
駅
伝
応
援
ウ
オ

ー
ク
＝
１
月　

日
�
、
①
健
脚

１２

コ
ー
ス
は
午
前
９
時
に
京
都
地

下
鉄
烏
丸
線
国
際
会
館
駅
集
合
。

　

キ
ロ　

②
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー

２１ス
は
午
前　

時
に
京
都
地
下
鉄

１０

烏
丸
線
北
大
路
駅
集
合
。　

キ
１２

ロ
。
宝
が
池
（
コ
ー
ス
①
）
〜

北
大
路
橋
（
コ
ー
ス
②
）
〜
駅

伝
コ
ー
ス
〜
西
京
極
陸
上
競
技

場
へ
。
い
ず
れ
も
雨
天
決
行
。

５
百
円
。
同
事
務
局
（
�
／
�

　

・
２
６
１
３
）。

２３◆
市
民
歩
こ
う
会　

◎
１
月
３

日
�
、
午
前
９
時
半
に
宇
治
市

役
所
北
側
玄
関
前
集
合
（
雨
天

中
止
）。
桃
山
御
陵
・
乃
木
神
社

方
面
。
約
８
キ
ロ（
家
族
向
き
）。

２
百
円（
交
通
費
等
各
自
負
担
）。

◎
１
月　

日
�
、
午
前
８
時
半

１９

に
宇
治
公
民
館
前
集
合
（
雨
天

時
は
１
月　

日
�
）。
立
木
観

２６

音
方
面
。
約　

キ
ロ
（
健
脚
向

１７

コ
ー
ス
＝
３
月　

日
�
は
大
津

２１

市
な
ぎ
さ
公
園
〜
宇
治
市
。
３

月　

日
�
は
宇
治
公
園
〜
枚
方

２２
市
。
３
月　

日
�
は
枚
方
市
淀

２３

川
河
川
公
園
〜
中
之
島
公
園
ゴ

ー
ル
（
３
日
間
通
し
で
約　

キ
９０

ロ
）。　

②
ワ
ン
デ
ー
コ
ー
ス
＝

３
月　

日
�
、
宇
治
公
園
に
午

２２

前
７
時
〜
８
時
集
合
・
受
付
。

宇
治
川
・
木
津
川
合
流
点
を
経

て
枚
方
市
淀
川
河
川
公
園
枚
方

地
区
ゴ
ー
ル
へ
（
約　

キ
ロ
）。

３２

③
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
＝
３
月

　

日
�
、
宇
治
公
園
に
午
前
８

２２時
半
〜　

時
集
合
・
受
付
。
源

１０

氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
天
ケ

瀬
ダ
ム
を
経
て
宇
治
公
園
ゴ
ー

ル
へ
（
約　

キ
ロ
）。
参
加
料

１０

（
要
事
前
申
し
込
み
）は
、
①

が
大
人
２
千
円
、
中
学
生
以
下

千
円
。
②
が
大
人
千
円
、
中
学

生
以
下
５
百
円
。
③
が
大
人
５

百
円
、
中
学
生
以
下
３
百
円
。

申
し
込
み
方
法
は
参
加
コ
ー
ス

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
ス
リ
ー
デ
ー
み
ず
ウ
オ
ー

ク
実
行
委
員
会
事
務
局（
�　

・
０６

６
３
６
６
・
１
８
４
８
。
�　

・
０６

６
３
１
３
・
１
６
３
４
）
ま
で
。

◆
詩
吟
教
室　

第
２
・
４
木
曜
、

午
後
７
時
半
〜
９
時
半
。
槇
島

コ
ミ
セ
ン
。
月
千
円
。
小
倉
さ

ん
（
�　

・
２
２
６
３
）。

４５

◆
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室　

月
２
回
〜
３
回
、
水
曜
、

◎
昼
の
部
＝
午
後
２
時
半
〜
４

時
半　

◎
夜
の
部
＝
午
後
６
時

半
〜
８
時
半
。
い
ず
れ
も
南
宇

治
コ
ミ
セ
ン
。
花
代
実
費
。
ヨ

ー
ロ
ピ
ア
ン
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ

ン
サ
ー
ク
ル
・
江
南
さ
ん
（
�

０
９
０
・
９
５
４
４
・
０
６
０

４
）。

◆
小
倉
公
民
館
「
書
道
サ
ー
ク

ル
」　  
第
１
・
３
火
曜
、
午
後

１
時
半
〜
３
時
半
。
小
倉
公
民

館
。
月
千
円
。
藤
田
さ
ん
（
�

　

・
０
８
５
１
）。　

２３

◆
槇
島
陶
芸
サ
ー
ク
ル　

◎
Ａ

コ
ー
ス
＝
第
１
・
３
木
曜　

◎

Ｂ
コ
ー
ス
＝
第
２
・
４
木
曜
、

い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
正
午
。

１０

槇
島
コ
ミ
セ
ン
。
月
３
千
円

（
材
料
費
込
み
）。
東
さ
ん（
�

／
�　

・
１
３
６
８
）。

４５

◆
槇
島
茶
道
教
室　

第
２
・
４

火
曜
、
午
後
１
時
〜
５
時
。
槇

島
コ
ミ
セ
ン
。
月
３
千
円
。
山

本
さ
ん
（
�　

・
９
８
３
８
）。

２２

◆
和
紙
ち
ぎ
り
絵
教
室　

第
２

火
曜
、
午
後
２
時
〜
４
時
。
木

幡
公
民
館
。
月
千
円
。
清
水
さ

ん
（
�　

・
２
２
０
５
）。

３２

◆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
り
ま

せ
ん
か　

第
１
・
２
・
４
月
曜
、

午
後
１
時
〜
３
時
。
宇
治
公
民

館
。
１
回
６
百
円
。
上
靴
持
参
。

浅
野
さ
ん
（
�　

・
２
２
２
９
）。

２２

◆
和
紙
ち
ぎ
り
絵
教
室　

第
１

木
曜
、
午
後
１
時
〜
３
時
。
六

地
蔵
公
会
堂
（
Ｊ
Ｒ
六
地
蔵
駅

前
）。
１
回
２
千
５
百
円（
材
料

費
込
み
）。
桜
井
さ
ん（
�
０
９

０
・
９
９
９
４
・
４
４
５
７
）。

◆
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
教
室　

◎
毎
週
水
曜
、
午
後
６
時
〜
７

時
半
＝
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
初
級　

◎
毎
週
木
曜
、
午
後
６
時
〜
７

時
半
＝
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
入
門
。

東
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。
１
回
千
２

百
円
（
小
学
生
以
下
は
千
円
）。

木
村
さ
ん
（
�　

・
７
４
８
１
）。

３３

◆
グ
リ
ー
ン
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
・

ク
ラ
ブ　

月
３
回
、
土
曜
、
午

後
３
時
半
〜
４
時
半
。
中
央
公

民
館
。
月
千
２
百
円
。
谷
川
さ

ん
（
�　

・
７
５
９
４
）。　

２３

◆
民
謡
サ
ー
ク
ル「
め
ば
え
」　

第
１
・
３
木
曜
、
午
前　

時
〜

１０

正
午
。
宇
治
公
民
館
。
月
千
円
。

西
間
庭
さ
ん
（
�　

・
８
９
３

２３

６
）。

◆
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル　

毎

週
火
曜
（
月
４
回
）
◎
初
級
＝

午
後
６
時
半
〜
７
時
半　

◎
中

級
＝
午
後
８
時
〜
９
時
。
南
宇

治
コ
ミ
セ
ン
。
１
回
千
円
。
中

村
さ
ん（
�　

・
１
７
０
２
）。 

２２

　

募　
　
　

集

日
�
、
１
月
４
日
�
、
い
ず
れ

も
午
後
１
時
〜
５
時
。
広
野
公

民
館　

◎　

月　

日
�
、
１
月

１２

２２

５
日
�
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時

〜
５
時
。
中
央
公
民
館
。
年
４

千
円
。
女
性
・
未
成
年
者
は
年

３
千
円
。
林
さ
ん
（
�　

・
８

４４

１
５
９
）。　

◆
精
神
障
害
者
家
族
の
会
「
茶

の
実
」
例
会　

日
ご
ろ
の
悩
み

を
安
心
し
て
話
し
合
え
ま
す
。

　

月　

日
�
、
午
後
１
時
半
〜

１２

２２

４
時
。
南
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。
月

５
百
円
。
大
垣
さ
ん
（
�　

・
４４

３
２
７
１
）。

◆
宇
治
け
ん
こ
う
登
山
愛
好
会

　
　

月　

日
�
、
午
前
７
時
に

１２

２２

京
阪
宇
治
駅
前
集
合
（
小
雨
決

行
、
雨
天
時
は　

月　

日
�
）。

１２

２３

比
叡
山
・
八
瀬
方
面
。
約　

キ
１２

ロ
（
健
脚
向
き
）。
先
着　

人
。

３０

百
円
（
交
通
費
等
各
自
負
担
）。

　

月　

日
�
ま
で
に
牧
原
さ
ん

１２

１５

（
�
／
�　

・
２
２
６
２
）へ
。

２３

◆
歴
史
文
学
健
康
ウ
オ
ー
ク　

◎　

月　

日
�
、
午
後
１
時
に

１２

２５

Ｊ
Ｒ
京
都
駅
西
側
京
都
中
央
郵

便
局
前
集
合
。
千
本
閻
魔
堂
・

千
本
釈
迦
堂
〜
北
野
天
満
宮 
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�

�

�
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広報課からのお知らせ
　本紙の毎月11日号最終面には、市民のみ
なさんと作るページ「交差点（市民情報短
信）」を掲載していますが、来る平成15年
1月11日号につきましては、紙面の都合に
よりお休みします。なお、2月11日号への
掲載分は1月21日（火）までに広報課へ。

�

植
物
公
園
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
に
来
年

　

の
え
と
の
「
ひ
つ
じ
」
が
お
目
見
え

�

�

�

�
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え
ん   
ま

　ユーアイ押し花サークルは、平
成８年１月に発足。会員は、現在
３０歳代～７０歳代の女性ばかり２５
人。毎月第４火曜日の午後１時か
ら３時ごろまで中央公民館で活動
しています。会費は月２千円です。
　例会では各自が準備をしてきた
押し花などを材料に、しおりやは
がき、コースターなどの小物から
額装品まで、各々自分のイメージ
にあわせて作成し、講師がそれを
見てアドバイスをします。「材料
は花に限らず、木の葉、野菜、果
物までさまざまです。植物の自然
な姿を生かしながら、自分だけの
ものを創造するのはとても楽しい。
自然を見る目も変わりますよ」と

代表の前川さん。「家で草花を栽
培しています。育てた花を材料に、
自分で考えて作った作品は大切に
飾っています。またプレゼントな
どにも喜ばれますよ」と入会して
４年の山田さん。サークルでは作
品の展示会を１２月１８日�～１月
７日�（年末・年始を除く）に生涯
学習センター１階ロビーで開催。
また押し花でクリスマスやお正月
のミニ額を作る体験会を１２月２０
日�・２１日�の両日、午前１０時～
午後３時に生涯学習センターで行
います（材料費実費各２千円。気
軽にできる無料体験もあります）。
男性の参加大歓迎です。【問い合
わせ】前川さん（���３２-７０９８）。

サ ク ル
あ 来 る

－
さ �

ユ
ー
ア
イ
押
し
花
サ
ー
ク
ル

（今年8月31日・9月1日に同サークル開催の押し花展にて撮影）


